
実
質
賃
金
３

月
は
対
前
年

同

月

比

２

・

１

％(

確

定

値)

の
下
落 

厚
生
労
働
省
は
５
月
２３
日
、

２
０
２
４
年
3
月
分
の
毎
月

勤
労
統
計
調
査
（
確
定
値
）

を
公
表
し
ま
し
た
。 

物
価
変
動
を
加
味
し
た
実

質
賃
金
は
、
前
年
同
月
よ

り
２
・
１
％
減
、
２４
カ
月

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
し
た
。
比
較
可
能
な
１
９

９
１
年
以
降
で
、
過
去
最
長

を
記
録
し
ま
し
た
。 

 リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
越
え 

こ
れ
ま
で
の
最
長
記
録
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

挟
ん
だ
07

年
９
月
か
ら

09
年
7
月
の
23
カ
月
間
。 

 
 

実
際
に
受
け
取
る
名
目
賃

金
が
下
が
っ
た
前
回
と
異
な

り
、
今
回
は
名
目
賃
金
が
伸

び
て
い
る
も
の
の
物
価
の
上

昇
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。 

春
闘
の
成
果
を
蹴
散
ら
す
円
安
・
物
価
高
騰 

 

ヶ
月
連
続
の
対
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
！ 

 

こ
れ
ま
で
の
最
長
記
録
・
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
挟
ん
だ
07
年
9
月

か
ら
09
年
7
月
の
23
カ
月
間
連
続
を
抜
き
去
り
ま
し
た 
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５
％
と
い
う
今
年
の
春
闘

の
賃
上
げ
率
は
33
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
超
え
る
物
価
上
昇
が

続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

名
目
賃
金
は
２７ 

カ
月
連
続
し
て
上

昇
な
の
だ
が
・
・
・ 

名
目
賃
金
に
あ
た
る
現
金

給
与
総
額
は
前
年
同
月
比

１
・
０
％
増
の
30
万
２
０
６

０
円
で
、
22
年
１
月
以
来
、

27
カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回

わ
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
原
材
料
費
の
高
騰

や
円
安
の
影
響
で
、
食
料
品

や
日
用
品
の
価
格
は
高
止
ま

り
の
ま
ま
で
す
。

３
月
の
生
鮮
食 

品
を
除
く
全
国 

消
費
者
物
価
指 

価
指
数
の
伸
び 

率
は
24
カ
月 

連
続
で
、
日
銀
の
物
価
安
定

目
標
２
％
）
を
上
回
り
、
同

２
・
６
％
上
昇
の
１
０
６
・

８
を
記
録
し
ま
し
た
。 

 

実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
幅

は
２
月
の
１
・
８
％
減
（
確

報
）
か
ら
拡
大
で
す
。  

 

現
金
給
与
総
額
の
う
ち
、

基
本
給
を
中
心
と
し
た
所
定

内
給
与
は
前
年
同
月
比
１
・

７
％
増
の
25
万
９
３
２
０
円

で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
ど
に

よ
る
賃
上
げ
が
反
映
さ
れ
た

結
果
と
み
ら
れ
ま
す
。 

就
業
形
態
別
の
現
金
給
与

総
額
は
、
正
社
員
ら
一
般
労

働
者
が
同
１
・
３
％
増
の
38

万
８
８
５
８
円
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
は
同
２
・
８
％

増
の
10
万
８
３
０
５
円
で
し

た
。  

 

 医
療
・
福
祉
が

０
％
と
は
！ 

業
種
別
で
現
金
給
与
総
額

の
増
加
率
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
、
金
融
業
・
保
険
業
で

同
４
・
６
％
増
。
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
が
同
４
・
１
％

増
で
続
き
、
次
い
で
情
報
通

信
業
の
４
・
０
％
増
、
卸
・

小
売
り
の
２
・
８
％
増
な
ど

で
し
た
。 

こ
の
他
、
就
業
者
数
が
多

い
建
設
業
（
１
・
２
％
増
）

や
製
造
業
（
０
・
６
％
増
）

は
プ
ラ
ス
で
し
た
が
、
医

療
・
福
祉
は
０
・
０
％
と

横
ば
い
で
し
た
。 

 

日
経
新
聞
本
日
付

（
６
／
３
）
は
一
面

ト
ッ
プ
で
円
安
は

「
国
力
が
そ
が
れ
る
」

と
強
調
！ 

 

私
た
ち
は
、
「
円
安
」
は
物

価
高
騰
の
主
因
で
あ
り
、
実

質
賃
金
を
下
落
さ
せ
、
消
費

を
落
ち
込
ま
せ
、
そ
の
結
果

は
日
本
経
済
そ
の
も
の
を
も

停
滞
さ
せ
る
と
一
貫
し
て
強

調
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
円
安
は
メ
デ

ィ
ア
が
強
調
す
る
単
な
る
日

米
の
利
率
の
差
で
は
な
く
、

円
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
頼

の
低
下
＝
日
本
経
済
へ
の
不

信
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
が
今
は
メ

デ
ィ
ア
で
も
主
張
さ
れ
て
い

ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
日
経
新
聞
本

日
付
（
６
／
３
）
は
一
面
ト

ッ
プ
で
「
円
安
は
国
力
が
そ

が
れ
る
」
と
ま
で
強
調
す
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
円
安
・
物
価
高

騰
を
抑
え
る
の
は
政
治
の
役

割
を
考
え
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
決
別
し
、
経
済
・
金

融
・
財
政
の
根
本
的
立
て
直

し
を
強
く
求
め
ま
す
。 



                           

「日本経済とくらし」の関係では、なんと言っても賃金が 4 分の 1 世紀の間、「名目でも実質」でもほと

んど上昇が見られません。また男女の賃金格差は以下政府統計でも明らかです。 

❶賃金その 1 「毎月勤労統計」（厚労省）より 

 ●賃金 24 ヵ月連続(２０２２年４月～２０２４年３月)の対前年同月比マイナス（2024 年 5 月 23 日発

表＝確報 厚労省「毎月勤労統計」） ≪↑2024年 3月分の現金支給総額≫  

 ≪↓事業規模 5人以上、実質賃金（現金支給総額）の対前年同月比の推移≫ 

2023/1 2023/2 2023/3 2023/4 2023/5 2023/6 2023/7 

－4.1％ −2.9％ －2.3％ －3.2％ －0.9％ －1.6％ －2.7％ 

2023/8 2023/9 2023/10 2023/11 2023/12 2024/1 2024/2 

－2.8％ －2.9％ －2.3％ －2.5％ －2.1％ －1.1％ －1.8％ 

2024/3 2024/4 2024/5 2024/6 2024/7 2024/8 2024/9 

－2.1％ (6/5発表予定)      

注：実質賃金は、名目賃金指数を消費者物価指数（持家の帰属家賃を除く総合）で除して算出。 

物価変動を加味した実質賃金は、前年同月より 2.1％減、24ヵ月連続のマイナスとなりました。 

比較可能な１９９１年以降で、過去最長を記録しました。これまでの最長記録は、リーマン・ショックを挟ん

だ 07 年 9 月から 09 年 7 月の 23 ヵ月間の連続が最長でした。実際に受け取る名目賃金が下がった前回と異な

り、今回は名目賃金が伸びているものの物価の上昇に追いつかない状況が続いています。 

 

＊2023年の対前年比・現金支給総額（実質賃金） －2.5％   

＊2022年の対前年比・現金支給総額(実質賃金) －1.0％ 

＊2021年の対前年比・現金支給総額(実質賃金) ＋0.6％ 

＊2020年の対前年比・現金支給総額（実質賃金） －1.2％ 

 

❷賃金その 2 民間給与実態統計調査（国税庁）より 

 ≪2022年分≫ *2023年分は本年 9月発表予定 

 ●平均年収は名目でも 1996年以下（一年を通じて勤務した給与所得者の年収） 

  26年前の年収以下！ 

 1996年 1997年 2022年 

男 568.5千円 577.0千円 563.3千円 

女 276.0千円 278.9千円 313.7千円 

計 460.8千円 467.3千円 457.6千円 

1997 年が賃金（名目）がピークの年です。この年の平均年齢は 42.6

歳(男子 42.8歳、女子 42.1歳)。2022年の平均年齢は 47.0歳（男

子は 47.1歳、女子は 46.9歳） 

 

 

 

 

 

政府統計が告発する日本経済の異常―≪賃金≫ 6/3更新 


